
令

和

二

年

八

月

課

題

資

料

 
 

 

『

懐

風

藻

』

發

表

者

　

小

澤

 

解

説

小

澤

の

意

見

や

註

釋

は

※

で

記

し

た

。

 

概

要

 

『

懐

風

藻

』

（

く

わ

い

ふ

う

さ

う

）

は

、

現

存

す

る

最

古

の

日

本

漢

詩

集

。

撰

者

不

明

の

序

文

に

よ

れ

ば

、

天

平

勝

寶

三

年

十

一

月

に

完

成

。
 

奈

良

時

代

、

天

平

勝

寶

三

年

（

七

百

五

十

一

年

）

の

序

文

を

持

つ

。

編

者

は

大

友

皇

子

の

曾

孫

に

あ

た

る

淡

海

三

船

と

考

へ

る

説

が

有

力

で

あ

る

、

ま

た

他

に

石

上

宅

嗣

、

藤

原

刷

雄

等

が

擬

さ

れ

て

ゐ

る

が

確

證

は

な

い

。

 

近

江

朝

か

ら

奈

良

朝

ま

で

の

六

十

四

人

の

作

者

に

よ

る

百

十

六

首

の

詩

を

收

め

る

が

、

序

文

に

は

百

廿

と

あ

り

、

現

存

す

る

寫

本

は

原

本

と

異

る

と

想

像

さ

れ

て

ゐ

る

。

作

品

の

ほ

と

ん

ど

は

五

言

詩

で

、

平

安

初

期

の

勅

撰

三

詩

集

が

七

言

詩

で

占

め

ら

れ

て

ゐ

る

の

と

大

き

く

異

る

。

五

言

が

ほ

と

ん

ど

で

あ

り

、

七



言

は

わ

ず

か

七

首

で

あ

る

。

 

七

言

の

な

か

に

聯

句

が

一

首

あ

る

。

 

五

言

の

う

ち

最

多

は

八

句

の

詩

で

あ

り

、

四

句

が

こ

れ

に

つ

い

で

、

十

二

句

も

ま

ぢ

つ

て

ゐ

る

。

題

目

は

宴

会

が

最

多

で

、

遊

覧

、

應

詔

が

こ

れ

に

つ

い

で

ゐ

る

。

 

作

者

は

、

天

皇

を

は

じ

め

、

大

友

・

川

島

・

大

津

な

ど

の

皇

子

・

諸

王

・

諸

臣

・

僧

侶

な

ど

。

作

風

は

支

那

大

陸

、

こ

と

に

浮

華

な

六

朝

詩

の

影

響

が

大

き

い

が

、

初

唐

の

影

響

も

見

え

始

め

て

ゐ

る

。

 

古

代

日

本

で

漢

詩

が

作

ら

れ

始

め

る

の

は

、

當

然

大

陸

文

化

に

連

な

ら

う

と

す

る

律

令

国

家

へ

の

歩

み

が

反

映

さ

れ

て

ゐ

る

。

『

懐

風

藻

』

の

序

文

に

よ

れ

ば

、

近

江

朝

の

安

定

し

た

政

治

に

よ

る

平

和

が

詩

文

の

發

達

を

促

し

、

多

く

の

作

品

を

生

ん

だ

と

い

ふ

。

 

な

ほ

、

『

懐

風

藻

』

に

は

『

萬

葉

集

』

に

歌

の

な

い

藤

原

不

比

等

の

漢

詩

が

收

め

ら

れ

て

を

り

、

大

伴

家

持

は

、

『

萬

葉

集

』

に

漢

詩

を

殘

す

も

の

の

、

『

懐

風

藻

』

に

は

作

品

が

な

い

。

。



 
書

名

の

由

来

 

序

文

の

最

後

に

「

餘

撰

此

文

意

者

、

爲

將

不

忘

先

哲

遺

風

、

故

以

懐

風

名

之

云

爾

」

と

あ

り

、

先

行

す

る

大

詩

人

た

ち

の

遺

「

風

」

を

「

懐

」

か

し

む

詞

「

藻

」

集

で

あ

る

こ

と

が

わ

か

る

。

 

詩

人

 
 

伝

記

つ

き

以

下

の

八

名

に

つ

い

て

は

、

特

に

撰

者

か

ら

の

傳

記

が

付

加

へ

ら

れ

て

ゐ

る

。

- 

淡

海

朝

皇

太

子

（

大

友

皇

子

、

弘

文

天

皇

）

二

首

　

→
 

 

天

智

天

皇

の

皇

子

- 

淨

大

参

河

島

皇

子

、

一

　

→
 

 

天

智

天

皇

の

皇

子

- 

大

津

皇

子

、

四

首

　

→
 

 

天

武

天

皇

の

皇

子

- 

僧

正

呉

學

生

智

藏

師

、

二

首

- 

正

四

位

上

式

部

卿

葛

野

王

、

二

首

　

→
 

 

弘

文

天

皇

の

皇

子

- 

唐

學

士

辨

正

法

師

、

二

首

- 

律

師

大

唐

學

生

道

慈

師

、

二

首



- 
從

三

位

中

納

言

兼

中

務

卿

石

上

朝

臣

乙

麻

呂

、

四

首

 
 

そ

の

他

- 

文

武

天

皇

- 

藤

原

不

比

等

　

→
 

 

藤

原

鎌

足

の

子

　

- 

大

伴

旅

人

- 

長

屋

王

　

→
 

 

高

市

皇

子

の

子

- 

藤

原

房

前

　

→
 

 

藤

原

不

比

等

の

子

- 

藤

原

宇

合

　

→
 

 

藤

原

不

比

等

の

子

- 

藤

原

麻

呂

　

→
 

 

藤

原

不

比

等

の

子
 

等

※

 
 

漢

詩

に

つ

い

て

 

詩

經

國

風

な

ど

は

民

謠

を

文

字

に

起

こ

し

た

も

の

だ

ら

う

が

、

我

々

が

想

像

す

る

漢

詩

の

多

く

は

、

讀

書

人

が

嚴

格

な

規

則

に

從

つ

て

作

成

し

た

も

の

で

あ

る

。

い

つ

の

間

に

か

漢

詩

は

エ

リ

ー

ト

が

政

治

的

な

抱

負

を

語

る

道

具

と

化

し

た

。

「

詩

は

志

」

と

は

さ

う

い

ふ

意

味

の

言

葉

で

あ

り

、

花

鳥

風

月

を

愛

で

る

爲

に

作

る

も

の

で

は

な

い

。



 
我

が

國

で

も

勿

論

、

詩

歌

は

貴

族

の

も

の

で

あ

る

。

萬

葉

集

は

庶

民

の

歌

も

採

録

さ

れ

て

ゐ

る

の

か

も

知

れ

な

い

が

、

古

今

集

以

降

は

訓

練

を

受

け

た

人

で

な

け

れ

ば

作

れ

な

い

歌

ば

か

り

で

あ

る

。

 

懐

風

藻

で

第

一

に

興

味

が

引

か

れ

る

の

は

、

詩

人

の

經

歴

で

あ

ら

う

。

政

治

的

な

敗

者

達

の

漢

詩

を

多

數

收

録

し

た

の

は

、

鎭

魂

の

爲

な

の

だ

ら

う

か

。

　

ま

た

、

詩

人

達

の

教

養

の

高

さ

に

も

驚

か

さ

れ

る

。

例

へ

ば

「

智

」

や

「

仁

」

を

「

み

づ

」

や

「

や

ま

」

と

訓

ず

る

の

は

、

「

智

者

は

水

を

好

み

仁

者

は

山

を

好

む

」

（

『

論

語

』

）

に

本

づ

く

。

他

に

も

『

詩

經

』

の

詩

句

を

前

提

と

し

た

詩

な

ど

が

あ

つ

た

。
 

詩

 
 

弘

文

天

皇

 

太

子

天

性

明

悟

、

雅

よ

り

博

古

を

愛

ま

す

。

筆

を

下

せ

ば

章

と

成

り

、

言

を

出

せ

ば

論

と

爲

る

。

時

に

議

す

る

者

其

の

洪

學

を

歎

か

ふ

。

未

だ

幾

ば

く

も

あ

ら

ぬ

に

文

藻

日

に

新

し

。

壬

申

の

年

に

亂

に

會

ひ

て

、

天

命

遂

げ

ず

。

時

に

年

二

十

五

。



 
 

河

島

皇

子

 

皇

子

は

、

淡

海

帝

の

第

二

子

な

り

。

志

懐

温

裕

、

局

量

弘

雅

。

始

め

大

津

皇

子

と

、

莫

逆

の

契

を

爲

し

つ

。

津

の

逆

を

謀

る

に

及

び

て

、

島

則

ち

變

を

告

ぐ

。

 
 

大

津

皇

子

 

皇

子

は

、

淨

御

原

帝

の

長

子

な

り

。

淨

貌

魁

梧

、

器

宇

峻

遠

。

幼

年

に

し

て

學

を

好

み

、

博

覽

に

し

て

能

く

文

を

屬

る

。

（

中

略

）

因

り

て

逆

謀

を

進

む

。

 
 

 

背

景

 

天

武

天

皇

崩

御

が

、

大

津

皇

子

を

含

め

た

姉

弟

の

不

幸

を

呼

ぶ

引

き

金

と

な

つ

た

。

天

武

天

皇

病

歿

後

の

政

情

不

穏

な

中

で

、

天

武

の

皇

后

・

持

統

天

皇

が

仕

掛

け

た

策

謀

に

か

か

り

、

大

津

皇

子

が

謀

反

の

罪

で

處

斷

さ

れ

る

と

、

大

伯

皇

女

も

齋

宮

を

解

か

れ

、

表

舞

台

か

ら

姿

を

消

し

た

。

 
 

 

大

伯

皇

女

の

歌

 

わ

が

背

子

を

大

和

に

遣

る

と

さ

夜

ふ

け

て

 

暁

（

あ

か

と

き

）

露

に

わ

が

立

ち

濡

れ

し

 

神

風

の

伊

勢

の

國

に

も

あ

ら

ま

し

を

 

な

に

し

か

來

け

む

君

あ

ら

な

く

に



 
現

身

（

う

つ

そ

み

）

の

人

な

る

我

や

明

日

よ

り

は

 

二

上

山

を

同

母

弟

（

い

ろ

せ

）

と

我

が

見

む

 
 

釋

智

藏

 

含

香

花

笑

藏

　

香

を

含

み

て

花

叢

に

笑

ま

ふ

※

 

「

ゑ

ま

ふ

」

は

「

さ

か

ふ

」

で

可

い

。

※

　

「

咲

」

は

「

笑

」

の

舊

字

體

で

同

字

。

　

境

部

王

の

詩

に

「

送

雪

笑

梅

花

」

と

あ

り

。

山

田

史

の

詩

に

「

笑

林

」

の

語

あ

り

。

　

　

石

上

朝

臣

乙

麻

呂

　

輾

轉

憶

閨

中

　

※

 

詩

經

　

※

　

世

界

の

古

代

歌

謡

預

告

歐

羅

細

亞

の

ス

テ

ッ

プ

地

帶

は

長

い

間

、

人

を

寄

付

け

ぬ

不

毛

の

土

地

だ

つ

た

。

印

度

歐

羅

巴

語

族

が

最

初

に

こ

の

土

地

に

進

出

し

て

遊

牧

文

明

を

築

い

た

。

彼

等

は

馬

車

で

世

界

中

に

進

出

し

た

。

黄

河

に

進

出

し

た

人

々

は

周

王

朝

を

創

り

『

詩

經

』

が

生

ま

れ

た

。

南

亞

細

亞

に

進

出

し

た

人

々

は

ア

ー

リ

ア

人

と

呼

ば

れ

印

度

と

イ

ラ

ン

と

に

分

岐

し

た

。

ヴ

ェ

ー

ダ

の

誕

生

で

あ

る

。

古

代

歌

謡

は

繋

が

つ

て

ゐ

る

の

だ

。




